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庁
舎
整
備
準
備
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☎
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４
８
１

　

新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
等
を「
庁
舎
整
備
だ
よ
り
」

と
し
て
随
時
情
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
は
、「
整
備
規
模
（
必
要
面

積
）」と「
庁
舎
の
位
置（
候
補
地
）」

に
つ
い
て
、
検
討
内
容
や
考
え
方

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

整
備
規
模
は
、
職
員
数
を
基
本

に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
必

要
な
機
能
を
加
え
検
討
し
ま
す
。

⑴
新
庁
舎
対
象
職
員
数
に 

　

基
づ
く
必
要
面
積
の
算
定

　

整
備
規
模
は
、
平
成
25
年
度
の

職
員
数
を
基
準
に
算
定
し
ま
す
。

　

現
在
の
本
庁
舎
（
本
館
・
新
館
）

お
よ
び
東
館
に
あ
る
部
・
課
と
、

分
散
し
て
い
る
部
・
課
を
集
約
し
、

新
庁
舎
に
勤
務
す
る
対
象
職
員
数

を
537
人
（
特
別
職
・
嘱
託
職
員
・

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
含
む
）

と
想
定
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
集
約
せ
ず
、
現
在
の

場
所
で
業
務
を
継
続
す
る
組
織
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
課
、
生
涯
学
習
課
）

・
下
水
道
事
務
所

　
（
下
水
道
課
、
下
水
道
施
設
課
）

・
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
環
境
課
、
清
掃
課
）

・
水
道
部

　
（
水
道
業
務
課
・
水
道
施
設
課
）

　

新
庁
舎
に
勤
務
す
る
想
定
職
員

数
を
基
に
、
規
模
を
算
定
す
る
方

法
と
想
定
面
積
は
、
次
の
３
つ
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
規
模
算
定
に
は
、
自

治
体
の
人
口
規
模
ご
と
に
面
積
査

定
の
基
準
が
示
さ
れ
た
、
標
準
的

な
方
法
の
「
総
務
省
地
方
債
事
業

費
算
定
基
準
」
を
参
考
に
す
る
方

法
が
最
も
適
切
で
す
。

庁
舎
の
整
備
規
模 

（
必
要
面
積
）

庁
舎
整
備
だ
よ
り

●
他
の
自
治
体
を
参
考

　
（
22
市
の
平
均
）

●
国
土
交
通
省
基
準
を
参
考

算
定
方
法

17,388㎡ 13,791㎡ 13,313㎡ 想定面積

●
総
務
省
地
方
債
事
業
費

算
定
基
準
を
参
考

・
職
員
一
人
当
た
り
4.5
㎡

を
乗
じ
る

・
倉
庫
は
事
務
面
積
の

13
％
、
会
議
室
等
の
付

属
面
積
は
職
員
一
人
当

た
り
７
㎡

・
議
場
は
議
員
一
人
当
た

り
35
㎡　

な
ど

第１号
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市民サービスの充実に必要な具体的機能

特に床面積が必要なもの 想定面積（㎡）

①防災拠点としての機能
・緊急物資の備蓄倉庫
・避難者への対応スペース
・救援や応急医療活動がスムーズに行えるスペース　など

175～600

②来庁者の利便性を高めるため
　の機能

・エントランスホール（待合スペース）
・授乳室やキッズスペース
・障がい者用トイレ　など

56～1,120

③市民との協働・まちづくりを進
　めるための機能

・多目的スペースおよびふれあいホール
・市民活動支援スペース
・ブランド品や特産物の展示・販売コーナー
・市政情報コーナー　など

180～1,341

④議会運営を進めるための機能
・傍聴席などのバリアフリー化
・市民に開放できる議場スペース
・議会活動に必要な諸室の設置　など

103～580

⑤行政事務を効率的に行うため
　の機能

・打ち合わせや作業スペース
・共有会議室
・書類などの収納、倉庫スペース　など

0～300

①から⑤の想定面積の平均値合計 約 2,000

⑵
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

　

必
要
な
面
積
の
算
定

　

整
備
規
模
の
算
定
で
は
、
庁
舎

を
単
な
る
行
政
事
務
の
オ
フ
ィ
ス

お
よ
び
議
会
の
場
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、新
庁
舎
に
は「
防
災
拠

点
機
能
」や「
市
民
利
用
機
能
」な

ど
も
含
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
整
理
さ
れ
た
新
庁

舎
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

②
来
庁
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
の
機
能

③
市
民
と
の
協
働
・
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
機
能

④
議
会
運
営
を
進
め
る
た
め
の
機
能

⑤
行
政
事
務
を
効
率
的
に
行
う
た

め
の
機
能

⑥
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
た
め

の
機
能

⑦
環
境
と
共
生
す
る
た
め
の
機
能

⑧
庁
舎
維
持
管
理
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
必
要
な
機
能

　

こ
れ
ら
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実

の
た
め
に
必
要
な
面
積
を
、
市
庁

舎
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、
他

の
自
治
体
22
市
の
事
例
を
参
考
に

想
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
⑥
か
ら
⑧
の
機
能
は
６

ペ
ー
ジ
で
算
定
し
た
面
積
内
で
対

応
し
ま
す
。

⑶
想
定
す
る
新
庁
舎
の 

　

整
備
規
模

　

最
終
的
な
新
庁
舎
の
整
備
規
模

は
、「
総
務
省
地
方
債
事
業
費
算

定
基
準
」
を
参
考
に
想
定
し
た
面

積
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
必
要
な
面
積
を
加
え
た
、
約

１
５
，０
０
０
㎡
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
人
口
減
少
な
ど

に
よ
る
組
織
改
編
や
職
員
数
の
減

少
な
ど
を
見
据
え
、
柔
軟
な
対
応

が
必
要
で
す
。

市民サービスの
充実に必要な
想定面積
約2,000㎡

想定する
新庁舎の規模は
約15,000㎡
程度を上限

総務省基準を
参考にした
想定面積
約13,000㎡

＋
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⑴
候
補
地
選
定
の 

　

基
本
的
な
考
え
方

　

新
庁
舎
は
、
市
民
の
利
便
性
向

上
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
、

ま
ち
の
活
性
化
を
考
慮
し
、
さ
ら

な
る
発
展
の
基
盤
と
な
る
位
置
に

整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

候
補
地
に
は
、
次
の
前
提
条
件

を
基
に
、
現
在
の
本
庁
舎
敷
地
を

含
め
、６
カ
所
を
選
定
し
ま
し
た
。

【
候
補
地
の
条
件
】

○
市
民
の
利
便
性
が
高
い

○
市
街
地
（
市
街
化
調
整
区
域
含

む
）
に
近
い

※
現
庁
舎
敷
地
か
ら
直
線
距
離
で

２
㎞
以
内

※
人
口
集
中
地
区
（
人
口
密
度
が

１
㎢
当
た
り
４
，
０
０
０
人
以

上
）
内
、
お
よ
び
隣
接
し
て
い

る
地
区

○
家
屋
の
立
地
の
集
積
が
な
く
、

大
規
模
建
築
が
可
能

○
敷
地
の
高
度
利
用
が
可
能

新
庁
舎
の
位
置

（
候
補
地
）

水道部
千手山公園

鹿沼市役所
県上都賀庁舎

鹿沼郵便局

屋台のまち
中央公園

まちの駅
新・鹿沼宿

まちなか
交流プラザ

市民文化センター

市民情報センター

南大通り
平成29年開通予定

古峰原宮通り

北

黒
川

候補地①

候補地④

候補地⑤ 候補地⑥

候補地②
候補地③

新
鹿
沼
駅

鹿
沼
駅

JR

南大通り
鹿沼警察署

下水道事務所

消防本部

クリーンセンター

図書館
川上澄生美術館文化活動

交流館

養護老人ホーム
千寿荘

293

293

121

121

文化ゾーン

新庁舎候補地の位置図
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№ 候　補　地 特　　　性

① 現庁舎敷地

・市街地の中心にあり、市民の利便性に優れた位置
・公共施設（県上都賀庁舎や郵便局など） とのネットワークは好位置
・長年市民に親しまれ、中心市街地の活性化が期待できる

・敷地が狭小　など

②
文化ゾーン敷地
(睦町)

（現敷地から0.7km）

・市街地の中心にあり、市民の利便性に優れた位置
・公共施設（市民情報センターや図書館など） とのネットワークは好位置
・近隣の商業施設を含め、市民が集まる場所としてさらなる活性化の期待が大きい

・敷地が狭小　など

③ ＪＲ鹿沼駅東付近
（現敷地から1.9km）

・JR鹿沼駅や都市計画道路の整備によるアクセスが良好であり、東部地区の活性化
　が期待できる
・JR鹿沼駅との一体化により、新たな市のシンボルとしてＰＲできる

・用地買収に時間を要し、用途地域の変更も必要
・旧市街地から離れ、まちなかの衰退が懸念される　など

④
旧野外活動センター付近
(日吉町)

（現敷地から1.3km）

・都市計画道路の整備により、良好な交通アクセスが見込める
・西北部活性化が期待できる

・調整区域のため周辺開発ができない（原則不可）
・用地買収に時間を要し、用途地域の変更も必要　など

⑤ 村井町交差点北側付近
（現敷地から1.6km）

・国道293号に隣接している
・南大通りに近接し、市民の利便性に優れた位置

・用地買収に時間を要する
・旧市街地から離れ、まちなかの衰退が懸念される　など

⑥ 下水道事務所用地
（現敷地から2.0km）

・都市計画道路に面するなど、市民の利便性に優れた位置
・公共施設（警察署や消防本部など） とのネットワークは好位置
・市有地のため、用地買収が不要

・調整区域のため周辺開発ができない（原則不可）
・旧市街地から離れ、まちなかの衰退が懸念される　など

⑵
位
置
の
評
価
基
準

　

候
補
地
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
分
析
し
、
次
の
５
つ
の
視
点

を
基
に
28
項
目
の
評
価
視
点
で
評

価
し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
（
８
項
目
）

・
鹿
沼
ら
し
さ

・
総
合
計
画
な
ど
と
の
整
合
性

・
市
街
地
の
活
性
化
へ
の
影
響

・
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

　

可
能
性　

な
ど

■
ア
ク
セ
ス
性
（
６
項
目
）

・
市
民
が
利
用
し
や
す
い

・
十
分
な
駐
車
場
の
確
保

・
公
共
交
通
の
利
便
性

・
官
公
庁
施
設
の
集
約
性　

な
ど

■
環
境
性
（
３
項
目
）

・
周
辺
環
境
や
街
並
み
と
の
調
和

・
シ
ン
ボ
ル
性
の
あ
る
景
観
形
成

・
周
辺
生
活
環
境
へ
の
配
慮
・
保
全

■
実
現
性
（
７
項
目
）

・
用
地
取
得
の
確
実
性

・
取
得
コ
ス
ト
の
比
較

・
財
源
計
画
（
建
設
コ
ス
ト
の
財

　

政
へ
の
負
担
度
）

・
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
実
効
性

　
（
合
併
特
例
債
活
用
な
ど
）　

な
ど

■
防
災
性
（
４
項
目
）

・
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
立
地

・
救
援
等
の
対
応
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

・
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
、

多
様
性　

な
ど

⑶
候
補
地
の
評
価

　

知
識
経
験
者
、
各
種
団
体
等
21

人
で
構
成
さ
れ
た
「
庁
舎
整
備
検

討
委
員
会
」
で
、
位
置
の
評
価
基

準
を
基
に
、
候
補
地
６
カ
所
の
評

価
・
採
点
を
行
い
ま
し
た
。

※
評
価
点
数
は
３
～
０
点
の
４
段

階
、
総
合
計
84
点
満
点

　

こ
の
評
価
結
果
は
最
終

決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

で
は
、
評
価
結
果
や
世
論
調

査
結
果
な
ど
を
考
慮
し
、
慎

重
に
審
議
を
重
ね
、
庁
舎
位

置
選
定
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

候　補　地 評価点数

① 現庁舎敷地 57.5

② 文化ゾーン敷地 52.8

③ ＪＲ鹿沼駅東付近 42.0

④ 旧野外活動センター付近 39.7

⑤ 村井町交差点北側付近 49.2

⑥ 下水道事務所用地 54.1

各候補地の特性


